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ロッパからの視点 Perspectives from Europe」をとりあげて紹介したい。このアンソロジ
ーは三巻からなっている。 
 
第一巻：Ethical Issues in Nursing and Midwifery Practice, 1998. 
第二巻：Ethics in Nursing – Education, Research and Management, 2003. 









る研究」の Principal Investigatorを務めている。（竹中） 
 
【第一巻】：  
Ethical Issues in Nursing and Midwifery Practice – perspective from Europe, edited by Win 
















































































































Ethics in Nursing – Education, Research and Management, edited by Win Tadd, London, 







事の管理についての現状を見極めることが必要になる。Council Directives for nursing 




































































































P. Anne Scott, “ The Nurse : Autonomous Professional or Subservient Worker, ” in op. 
cit.,chapter 7, pp. 113-131. 
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アンヌ・スコット（ダブリン市立大学教授および看護長）「看護師：自律的職業人か
従属的労働者か」 
 
スコットは、自律性という概念を看護職に適用する前に、一般的に検討する。 
第一に、彼女は行為の自由(freedom of action)は、自律性の必要条件でも十分条件でも
ないとする。まず、「責任」の概念との関係について次のように述べる。自律性に関して
重要なのは「責任」の概念であり、自由のない状態、例えば命令のもとで行為したとし
ても責任を取るべき場合がある。次に、同様の場合において、その行為をどのように行
なったか、というやり方(manner)あるいはその行為の質(quality)の問題がある。このとき
にも、たとえ自由がなくても自律性を問題にすることはできる。したがって、行為の自
由は自立性の実現のために必要とされないのであり、思考の自由(freedom of thought)のみ
が要求される。 
第二に、自律性とは権利なのか、それとも人格の一つの様相なのか、とスコットは問
う。そして、自律性には程度の差があること（例えば人間は成長するにしたがってより
大きな自律性を認められる）を理由に、自律性とは二つのうちの後者、人格の一つの様
相であることを述べる。 
第三に、自律性が先ほど述べたような外的条件に制約されるだけではなく、内的（精
神的）条件にも影響されるということが述べられる。自律性の第二の特徴、つまりそれ
が人格の一つの様相であることを認めれば、それが知的・情緒的あるいは精神的と言わ
れるような諸条件に制約されることは明らかである。この場合、行為の自由ではなく、
思考の自由が問題になるため、外的な制約の場合とは異なり、自律性は真の意味で制約
を受けることになる。 
このように自律性についてまとめた上で、スコットはある人間が完全に自律的であり
うる、ということに疑問を呈している。 
 
個人は白紙（タブラ・ラサ）の状態から始めることはできない。実際、各々の個
人が例えば車輪をふたたび発明しなければならないわけではない、ということは人
間存在が生き残るための最も大きなアドバンテージの一つではある。しかしながら、
このことは完全に自律的であるという可能性をどんな個人ももっている、というこ
とに疑義をさしはさませる。(p.125) 
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われわれは成長し、知識を吸収していく過程でその良し悪しにかかわらずなんらかの
偏見・先入見をもつのであり、それが自律性の完全な実現を阻害するとスコットは考え
ている。 
さらに、次のような理由から、看護職が完全に自律的であることも不可能である、と
スコットは言う。上でまとめられたような人格の一つの様相としての自律性、言い換え
れば人格的自律性は、道徳的な自律性をその下位区分として含んでいる。看護師の職業
としての自律性は、職業道徳にかかわる自律性であり、つまり道徳的な自律性であるか
ら、その他の道徳的自律性と同じく、人格的自律性の下位区分の一つである。人格的自
律性に関しては、先に述べられたようにその完全な実現を望むことはできない。したが
って、その下位区分である看護職の職業的自律性についても、他の道徳的自律性と同じ
く、その完全な実現を望むことはできない。 
以上のようにして、スコットは看護職の完全な自律性を認めないのである。（竹中） 
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